
20歳の晴れ舞台（平成22年日田市成人式）

● 平成22年日田市成人式

● 草野家住宅 国の重要文化財に指定

● 平成21年度全国学力・学習状況調査報告

はたち
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１
月
10
日
、
﹁
平
成
22
年
日
田
市
成
人

式
﹂
が
、
パ
ト
リ
ア
日
田
で
開
催
さ
れ
た
。

 

 
今
年
は
、
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
８
１
３
名
が

対
象
で
、
華
や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し
い

ス
ー
ツ
を
着
た
新
成
人
７
０
７
名
が
出
席

し
た
。

 

 
式
で
は
、
各
地
区
の
代
表
者
20
名
に
市

長
か
ら
成
人
証
が
授
与
さ
れ
、
市
長
は
﹁
社

会
の
一
員
と
し
て
の
義
務
、
大
人
の
マ
ナ

ー
や
責
任
を
も
う
一
度
考
え
な
が
ら
行
動

し
て
く
だ
さ
い
﹂
﹁
家
庭
や
学
校･

職
場
、

地
域
社
会
で
、
人
と
人
と
の
出
会
い
か
ら

生
ま
れ
る
絆
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
﹂

﹁
ふ
る
さ
と
で
あ
る
日
田
市
に
生
ま
れ
た

こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
未

来
に
﹃
夢
と
希
望
﹄
を
抱
き
、
そ
の
夢
に

向
か
っ
て
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
式
辞

を
述
べ
、
新
成
人
を
激
励
し
た
。

 

 
そ
の
後
、
代
表
者
に
よ
る
新
成
人
意
見

発
表
や
市
民
憲
章
朗
読
が
行
わ
れ
、
華
や

か
さ
と
未
来
へ
の
希
望
が
あ
ふ
れ
た
式
と

な
っ
た
。

 
１
月
10
日
、
﹁
平
成
22
年
日
田
市
成
人

式
﹂
が
、
パ
ト
リ
ア
日
田
で
開
催
さ
れ
た
。

 

 
今
年
は
、
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
８
１
３
名
が

対
象
で
、
華
や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し
い

ス
ー
ツ
を
着
た
新
成
人
７
０
７
名
が
出
席

し
た
。

 

 
式
で
は
、
各
地
区
の
代
表
者
20
名
に
市

長
か
ら
成
人
証
が
授
与
さ
れ
、
市
長
は
﹁
社

会
の
一
員
と
し
て
の
義
務
、
大
人
の
マ
ナ

ー
や
責
任
を
も
う
一
度
考
え
な
が
ら
行
動

し
て
く
だ
さ
い
﹂
﹁
家
庭
や
学
校･

職
場
、

地
域
社
会
で
、
人
と
人
と
の
出
会
い
か
ら

生
ま
れ
る
絆
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
﹂

﹁
ふ
る
さ
と
で
あ
る
日
田
市
に
生
ま
れ
た

こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
未

来
に
﹃
夢
と
希
望
﹄
を
抱
き
、
そ
の
夢
に

向
か
っ
て
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
式
辞

を
述
べ
、
新
成
人
を
激
励
し
た
。

 

 
そ
の
後
、
代
表
者
に
よ
る
新
成
人
意
見

発
表
や
市
民
憲
章
朗
読
が
行
わ
れ
、
華
や

か
さ
と
未
来
へ
の
希
望
が
あ
ふ
れ
た
式
と

な
っ
た
。
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今
年
私
た
ち
は
成
人
を
迎
え
、
晴
れ
て

﹁
大
人
﹂
へ
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
迎
え
た
今
日
の

日
が
、
新
成
人
と
し
て
新
た
に
出
発
す
る

人
生
の
転
換
期
と
な
り
ま
す
。

 

 
さ
て
、
皆
さ
ん
は
﹁
大
人
に
な
る
﹂
っ

て
ど
う
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
か
。

 

 
私
は
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
高
校

時
代
に
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た
こ
と
は
、
自

分
に
と
っ
て
大
き
な
こ
と
で
し
た
。
初
め

は
、
体
力
作
り
の
た
め
に
入
部
し
た
だ
け

だ
っ
た
の
で
す
が
、
き
つ
い
練
習
を
や
っ

て
い
く
こ
と
で
忍
耐
力
が
付
き
、
先
輩
と

一
緒
に
部
活
を
や
っ
て
い
く
こ
と
で
礼
儀

を
学
び
、
試
合
を
や
る
こ
と
で
仲
間
の
大

切
さ
を
学
び
、
ラ
グ
ビ
ー
を
し
た
高
校
３

年
間
は
、
自
分
が
成
長
す
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

 

 
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、
自
分
が

成
長
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
現
在
も
、
大
学
で
新
入
生
に
パ

ソ
コ
ン
を
教
え
る
活
動
を
し
た
り
、
新
た

に
ラ
グ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
て
活

動
し
た
り
と
、
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
私
は
今
ま
で
パ
ソ
コ
ン

な
ん
て
全
然
扱
え
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
で
少
し
パ

ソ
コ
ン
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

ま
た
、
人
前
で
う
ま
く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
な
い
と
い
う
自
分
の
短
所
も

発
見
で
き
ま
し
た
。
人
前
で
話
す
こ
と
が

苦
手
な
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
新
成
人
の

意
見
発
表
も
ひ
と
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
の

で
す
。

 

 
私
た
ち
新
成
人
に
は
こ
の
先
、
就
職
難

に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
就
職
で
き
て
も
実
績

が
思
う
よ
う
に
上
が
ら
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
今
ま
で
以

上
に
私
た
ち
若
者
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的

役
割
が
大
き
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
人
と
し 

て
成
長
し
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

日
こ
こ
で
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た

が
、
大
人
に
な
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
の
間

に
、
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
、
失
敗
し
て
も
め

げ
る
こ
と
な
く
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、

学
び
、
そ
し
て
多
く
の
人
と
関
わ
り
合
う

こ
と
で
人
と
し
て
更
に
成
長
で
き
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
大
人
と
し
て
の
責
任
を
持

ち
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
も
共
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  

最
後
に
、
今
日
私
た
ち
が
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
こ
ま
で
育

て
、
支
え
て
く
れ
た
両
親
や
家
族
、
人
と

し
て
成
長
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
先
生
、
そ
し
て
楽
し
い
こ
と

も
辛
い
こ
と
も
、
共
に
分
か
ち
合
っ
て
き

た
仲
間
の
お
か
げ
で
す
。
胸
に
抱
い
た
こ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
貢
献
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思

い
を
込
め
て
成
人
の
誓
い
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
成
人
 
意
見
発
表
 
 
城
戸
勇
人
さ
ん
︵
大
鶴
本
町
︶

ゆ
う

と
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①井出秀彦さん（大山町）

②大分市で会社員として働

いています。

③立派な社会人になること。

④両親へ。今まで育ててく

れてありがとうございま

した。

①伊藤紀美さん（田島町）

②佐賀市で看護師になるた

め勉強中です。

③大学の編入試験に合格！

④友達へ。一生バカやって

よーね。

①氏名 ②近況報告 ③20歳の目標 ④メッセージ

新成人に聞きました！

ひろ きひでひこ き み
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①渡辺小夜さん（前津江町）

 ②大分の大学で看護師を目

指して勉強中。

③患者さんと触れ合い、多

くのことを学びたい。

④母へ。今までありがとう。

これからもよろしくお願

いします。

①永瀬倫弥さん（中津江村）

 ②福岡の大学で福祉を学ん

でいます。

③社会人としての責任をし

っかり果たせる大人にな

りたい。

④家族へ。今まで育ててく

れた恩返しをします！ 

①瑞穂 唯さん（上津江町）

②市内の学校で看護の勉強

中。

③社会人になるので、かわ

いい看護師になって仕事

を頑張りたい。

④クラスメイトへ。国家試

験頑張ろうね!!

とも や ゆいさ よ
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草
野
家
は
、
寛
永
18
︵
１
６
４
１
︶

年
、
豆
田
町
に
移
住
し
、
元
禄
９
︵
１

６
９
６
︶
年
、
現
在
地
に
居
を
構
え

ま
し
た
。
こ
の
間
、
製
 
業
を
主
と

し
て
酒
造
業
等
を
行
う
と
と
も
に
、

掛
屋
、
庄
屋
を
務
め
、
明
治
期
に
は

電
力
会
社
や
銀
行
の
設
立
に
携
わ
る

な
ど
、
地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

 

 
今
回
指
定
さ
れ
た
建
物
は
、
店
舗

部
や
玄
関
部
、
隠
宅
部
な
ど
か
ら
な

る
主
屋
１
棟
と
、
後
方
に
建
つ
土
蔵

３
棟
の
計
４
棟
で
、
九
州
北
部
の
代

表
的
な
﹁
居
蔵
造
﹂
町
家
と
し
て
評

価
さ
れ
ま
し
た
。︵
居
蔵
造
と
は
、
柱

や
軒
の
木
部
を
土
で
塗
り
込
め
て
防

火
性
を
高
め
た
構
造
形
式
の
こ
と
を

い
い
ま
す
︶

 

 
豆
田
町
で
は
、
明
和
９
︵
１
７
７

２
︶
年
、
町
の
大
部
分
を
焼
き
尽
く

す
大
火
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
た

 

め
、
そ
の
直
後
に
建
て
ら
れ
た
草
野

家
主
屋
の
正
面
に
は
、
火
災
に
強
い

居
蔵
造
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

 
一
方
、
こ
う
し
た
重
厚
な
形
式
と

は
対
照
的
に
、
幕
末
か
ら
大
正
期
に

増
改
築
さ
れ
た
主
屋
後
方
の
座
敷
部

分
は
、
庭
に
面
し
て
大
き
な
開
口
部

が
と
ら
れ
、
明
る
く
開
放
的
な
造 

り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
床
の
間
廻
り
の
材
種
に
黒

檀
・
紫
檀
な
ど
の
唐
木
や
竹
を
用
い

る
ほ
か
、
平
野
五
岳
ら
に
よ
る
文
人

画
の
小
襖
を
建
て
込
む
な
ど
、
華
や

か
な
室
内
意
匠
が
整
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
造
り
は
、
幕
末
か

ら
明
治
期
に
か
け
て
日
田
で
親
し
ま

れ
た
煎
茶
席
の
建
築
的
特
徴
で
あ
り
、

草
野
家
住
宅
は
、
当
時
の
商
家
の
生

活
文
化
を
伝
え
る
重
要
な
建
物
で
す
。

 

 

 

◆
草
野
本
家

 

 
次
の
公
開
時
期
︵
年
４
回
公
開
︶

 

 
２
月
13
日
㈯
～
３
月
22
日
㈪

  

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

 

 
︵
入
場
料
が
必
要
︶

  ︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

文
化
財
保
護
課
町
並
み
保
存
係

 

☎
 
７
１
７
１
︵
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
内
︶ 

せ
い
ろ
う

い
ぐ
ら
づ
く
り

い
し
ょ
う

お
も

や

か
け

や

ま
わ

こ
く

し

た
ん

た
ん

こ
ぶ
す
ま

か
ら

き

安永７（1778）年に建築された主屋の店舗部・帳場 明治７年に増築された茶室江戸後期に建築された新座敷

まちの文化財

 
 
豆
田
町
の
町
並
み
は
、
近
世
後
期
の
商
家
町
の

面
影
を
色
濃
く
残
す
貴
重
な
地
区
と
し
て
、
平
成

16
年
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
12
月
８
日
、
豆
田
町

に
あ
る
草
野
家
住
宅
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
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申
告
書
の
提
出
方
法

 

 
班
長
に
提
出
す
る
か
、
税
務
課
市

民
税
係
に
郵
送
︵
税
務
課
市
民
税
係

又
は
各
振
興
局
に
直
接
提
出
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
︶

 

提
出
期
限
 
２
月
22
日
㈪

 

簡
易
申
告
書
の
主
な
注
意
点

 

・
収
入
が
な
か
っ
た
方
や
専
従
者
の

方
等
も
、
必
ず
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 

・
国
民
年
金
保
険
料
で
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
方
は
、
日
本
年
金

機
構
︵
旧
社
会
保
険
庁
︶
か
ら
の

支
払
証
明
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
農
業
所
得
の
あ
る
方
で
、
農
業 

所

得
用
の
収
支
内
訳
書
が
送
付
さ
れ

て
き
た
方
は
、
申
告
書
と
一
緒
に

同
封
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

市
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

  

平
成
22
年
度
か
ら
、
市
県
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
は
、
原
則

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

 

※
こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、
源
泉

徴
収
票
又
は
確
定
申
告
書
に
﹁
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
﹂

及
び
﹁
居
住
開
始
年
月
日
﹂
が
記

載
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

■
平
成
22
年
度
対
象
と
な
る
方

 

 
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
、

又
は
平
成
21
年
以
降
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
た
方
で
、
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
額
が
あ
る
方

 

※
退
職
所
得
・
山
林
所
得
が
あ
る
方

は
、
申
告
に
よ
り
控
除
額
が
有
利

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

下
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

休
日
申
告
相
談
の
実
施

 

■
と
き
 
２
月
７
日
㈰
・
14
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
１
階
税
務
課
市

民
税
係
︵
３
番
窓
口
︶

 

※
平
日
は
、
税
務
課
窓
口
で
随
時
、

申
告
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

※
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、
確
定

申
告
期
間
内
︵
２
月
16
日
～
３
月

15
日
︶
に
確
定
申
告
会
場
︵
市
役

所
７
階
中
会
議
室
︶
で
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
︵
土
・
日
曜
日
を

除
く
︶

  ︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

税
務
課
市
民
税
係

☎
 
８
３
９
６
︵
市
役
所
１
階
︶

次の方には申告書を配布していません。

①収入が少額の年金のみ等で67歳以上の方

 （昭和18年１月１日以前生まれの方）

②平成３年４月２日以降生まれの方

 ③毎年、事業所得があり、税務署に確定申

告（青色）をしている方

 ④給与収入（一定額以上）のみで毎月の給

与から市県民税を徴収されている方

 ※平成21年中に日田市に転入した方は、前

年中の申告内容が分かりませんので、申

告書を送付します。

 ■申告方法

 ・①、② 申告不要

 ・③ 税務署での確定申告

 ※④の中で、給与収入が2,000万円を超える

方等は、確定申告が必要な場合があります。

※税務署に確定申告する方で、申告書が配

布されてきた場合は、申告書の確定申告「す

る」の欄を○で囲み、電話番号を記入、

捺印の上、税務課市民税係に提出してく

ださい。

 

 申告書が配布されていなくても、申告が必

要な方がいます。

  次に該当する方は、税務課市民税係にご

連絡ください。（個別に申告書を送付します）

 ・今年は税務署に確定申告をしない方

 ・給与以外の所得（公的年金を除く）があ

った方

 
毎
年
２
月
は
、
市
県
民
税
簡
易
申
告
書
の

提
出
月
で
す
。

 

 
簡
易
申
告
書
︵
兼
国
民
健
康
保
険
税
・
兼

介
護
保
険
料
申
告
書
︶
の
申
告
は
、
平
成
22

年
１
月
１
日
現
在
で
、
居
住
し
て
い
る
市
町

村
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
書

は
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で
、

期
限
内
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
県
民
税
の
申
告
は

 
 
２
月
22
日
ま
で
に

税の申告
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平
成
21
年
４
月
、
文
部
科
学
省
に

よ
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
、

学
力
の
す
べ
て
を
判
断
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
数
値

で
学
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
大
切

な
も
の
で
す
。

 

 
市
で
は
、
調
査
の
結
果
を
詳
細
に

分
析
し
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
そ

の
対
策
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、

こ
の
調
査
の
大
切
な
意
義
で
あ
る
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校

で
も
、
結
果
の
分
析
か
ら
具
体
的
な

対
策
を
立
て
、
教
科
の
指
導
等
に
生

か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

  

︹
調
査
内
容
︺

 

・
対
象
 
市
内
の
小
学
校
６
年
生
、

 
中
学
校
３
年
生

①
学
力
状
況
調
査

 

 
︵
国
語
、
算
数
・
数
学
︶

 

Ａ
問
題
 
﹁
主
と
し
て
知
識
﹂
に
関

 
 
 
 
す
る
問
題

 

Ｂ
問
題
 
﹁
主
と
し
て
活
用
﹂
に
関

 
 
 
 
す
る
問
題

 

②
学
習
状
況
調
査

 

 
︵
児
童
・
生
徒
質
問
紙
︶

 

 
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す

 
る
調
査

考えよう 学校教育
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①
学
力
状
況
調
査

 
教
科
別
学
年
別
結
果
を
見
る
と
、

中
学
校
３
年
生
の
数
学
﹁
主
と
し
て

活
用
﹂
が
、
全
国
平
均
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

小
学
校
６
年
生
の
国
語
、
算
数
、
中

学
校
３
年
生
の
国
語
は
、
大
分
県
平

均
、
全
国
平
均
を
共
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。

 

 
過
去
３
年
間
の
調
査
結
果
の
推
移

で
は
、
中
学
校
３
年
生
の
数
学
の
み

が
、
２
年
連
続
し
て
前
年
度
を
上 

回

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

 
こ
れ
ら
の
結
果
を
受
け
て
、
今
後
、

学
校
で
は
、
目
的
や
相
手
に
応
じ
て

自
分
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に
分
か 

り
や

す
く
書
か
せ
る
こ
と
や
、
各
自
の
考

え
を
交
流
し
合
う
中
で
、
同
じ
考
え

を
ま
と
め
さ
せ
た
り
、
違
う
考
え
を

対
比
さ
せ
た
り
す
る
活
動
に
取
り
組

み
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

 

②
学
習
状
況
調
査 

  

 
児
童
・
生
徒
質
問
紙
の
調
査
結
果

か
ら
、
日
田
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、

地
域
や
家
庭
と
の
つ
な
が
り
が
比
較

的
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

 

 
子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
学
習
に
ま

じ
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
見

ら
れ
、
授
業
の
予
習
は
全
国
平
均
を

下
回
り
ま
し
た
が
、
中
学
校
３
年
生

の
授
業
の
復
習
を
し
て
い
る
割
合
は
、

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
て

い
る
割
合
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

 

 
今
後
も
、
家
庭
学
習
の
効
果
的
な

仕
方
や
携
帯
電
話
の
所
持
・
使
用
の 

在
り
方
に
つ
い
て
、
学
校
と
家
庭
と

が
連
携
し
た
取
組
を
行
い
ま
す
。

 

 
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
﹁
地

域
で
子
ど
も
を
育
て
る
﹂
視
点
か
ら

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

 
ま
た
、
保
護
者
の
方
に
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ

合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
家
庭
学

習
の
習
慣
化
に
向
け
た
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 ︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

学
校
教
育
課
指
導
係

☎
 
８
２
２
１
︵
市
役
所
別
館
３
階)

（平均正答率全国比：全国平均正答率を100としたときの日田市平均正答率の割合
 数値が100以上のとき日田市の平均正答率が全国平均より高いことを表します）

過去３年間の調査結果の推移

学年

小学校
６年生

中学校
３年生

教科

国語

算数

国語

数学

99.3

100.6

101

101.9

100.3

104.2

100.5

101

102.3

104.6

101.4

100

平成
20年度

平成
21年度

平成
19年度

主として知識（A)  

93.5

96.5

101.4

99

100.8

102.7

100.8

96.3

103.6

100.4

103.5

95.6

平成
20年度

平成
21年度

平成
19年度

主として活用（B）  

（平均正答率：100点満点としたときの平均値）

教科別学年別結果

   （肯定的な回答をした児童・生徒の割合：％）

児童・生徒質問紙（肯定的な回答をした割合）

学年

小学校
６年生

中学校
３年生

教科

国語

算数

国語

数学

71.5

82.3

78.1

62.7

69.4

78.7

76.8

61.4

69.9

78.7

77

62.7

大分県 全国日田市 大分県 全国日田市

主として知識（A)  

52.3

55

77.1

54.4

48.1

51.8

73.9

53.9

50.5

54.8

74.5

56.9

主として活用（B）  

日田市

小学校６年生
質問事項

全国 日田市

中学校３年生

全国

12.1

67.9

69.6

94.9

30

36.6

46.9

83.8

94.6

23.7

62.2

70.9

95.5

37.5

46

47.2

62.4

89.4

39.6

53.6

62.2

93.5

14.7

56.8

24.2

54.4

91.1

54.6

42.3

59.8

83

29.5

40.5

23.4

37.8

83

携帯電話で通話やメールをし
ていますか

家の人と普段(月～金曜日)、
朝食を一緒に食べていますか

家の人と学校での出来事につ
いて話をしていますか

家で学校の宿題をしています
か

家で学校の授業の予習をして
いますか

家で学校の授業の復習をして
いますか

今住んでいる地域の歴史や自
然について関心がありますか

今住んでいる地域の行事に参
加していますか

近所の人に会ったときは、あ
いさつをしていますか



ま
ち
の

わ
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い
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   １月17日、陸上競技場周辺をコースとする、第24回

日田市少年少女交流駅伝大会と第63回市長旗争奪駅伝

競走大会が開催された。

  少年少女交流駅伝大会は、小学校４～６年生のスポー

ツ少年団や子供会等の計27チームが、７区間約10kmの

コースで健脚を競い「咸宜サッカースポーツ少年団」が

優勝した。

  また、市長旗争奪駅伝競走大会では、地区体育協会の

部から５チーム、職域・クラブの部から12チームの計

17チームが、５区間13kmのコースでたすきをつなぎ、

地区体育協会の部で「東有田体育協会」、職域・クラブ

の部で「どんがめず」が優勝を飾った。

 １月８日、昭和学園高校で百人一首大会が開催された。

  毎年、３学期の始業式の日に行われるこの百人一首大

会は、今年で25回目を迎える伝統行事。各クラスから選

抜された５人編成の50チームが、トーナメント方式で

競った。

 読み手は、校長、寅年生まれの教員、放送部員が務め、

代表選手が札を取ると、応援するクラスメイトから歓声

が上がった。

  昨年11月、台湾で行われた2009年アジアジュニア選

手権大会に出場した日田高校ボート部の赤尾知美さん（３

年生）に県民栄誉賞にあたる県賞詞が贈られ、１月４日、

市長に報告した。大会では、女子シングルスカルに日本

代表として出場し、見事優勝。その栄誉と日々の努力が

たたえられ、今回の受賞となった。

  赤尾さんは、市内に就職し卒業後もボートを続けてい

く予定で、今後の活躍が期待される。

赤 尾知美さんに県賞詞

新 春恒例 百人一首大会

チ ーム一丸となって たすきをつなぐ
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今 年も無病息災

 1月11日、大原神社境内でどんと焼き（田島２丁目ど

んと焼き実行委員会主催）が行われ、約300人が訪れた。

 どんと焼きは、小正月の間にお飾りや門松をたき上げ、

その年の健康を願う行事で、杉の木で組まれた櫓に火が

付けられると、訪れた人は家から持ってきた松飾りなど

を燃やし、一年の無病息災を祈った。

 また、訪れた人には、実行委員会が用意したぜんざい

が振る舞われた。

福 を呼び込め！

  １月14日、天瀬町高塚地域で高塚福俵保存会（穴井

武彦会長）による福俵引きが行われ、家内安全、商売繁

盛を祈願した。

  七福神の格好をした会員が地域内の35軒を訪問し各

家の玄関先に俵を投げ込むと、各家の住民は、俵と福を

手に入れようと家族総出で綱を引いた。

  また、今年は馬原小学校の児童９人も参加し、元気に

各家庭を訪れた。

先 哲の生き方に学ぶ

 1月11日、パトリア日田で先哲講演会「淡窓と廣瀬家

に学ぶ」が開催された。

  廣瀬家第11代当主である、財団法人廣瀬資料館の理

事長 廣瀬貞雄さんを講師に招いた講演会では、淡窓の

生い立ちや淡窓一代で3,081人の門弟を輩出した咸宜園

ができた背景、身分・年齢・学歴を問わない三奪法とい

われる独自の教育法などの興味深い話に、訪れた多くの

人が熱心に耳を傾けていた。

世 界に挑戦する若きアスリート

 １月10日に行われた第17回JOCジュニア・オリンピ

ック・カップ・フェンシング大会 カデ男子フルーレの

部で、２位に入賞した藤蔭高校フェンシング部の矢野征

哉さん（２年生）が、１月13日、市長に報告を行った。

  この大会で３位までに入賞した選手は、２月にフラン

スで行われる国際大会に日本代表として出場する。

  矢野さんは「自分のプレースタイルを貫いて、海外の

選手に負けないよう頑張りたい」と意気込みを語った。

せい

や

やぐら
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■
対
象
 
４
月
１
日
～
６
月
30
日

の
間
に
３
歳
ま
で
の
誕
生
日
を

迎
え
る
お
子
さ
ん

 

■
掲
載
人
数
 
毎
月
12
人

 

 ︵
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

 

■
申
込
方
法
 
は
が
き
に
住
所
、

お
子
さ
ん
の
氏
名
と
生
年
月
日
、

保
護
者
名
、
昼
間
の
連
絡
先
の

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
左
記

に
申
込
み

 

※
当
選
者
の
み
電
話
で
連
絡
し
ま

す
。
申
込
み
の
際
に
は
写
真
を

送
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

■
申
込
期
限
 
２
月
26
日
㈮

 

〒
８
７
７-

８
６
０
１

 ︵
住
所
記
載
不
要
︶

 

市
長
室
広
報
広
聴
係

☎
 
８
２
９
５
︵
市
役
所
４
階)

   

■
公
売
物
件
・
所
在
地
等

①
市
営
山
本
住
宅
跡
地
︵
土
地
︶

 

・
所
在
 
中
津
江
村
合
瀬
字
山
本

２
１
７
９
番
１
、
同
所
２
１
７

９
番
２
及
び
同
所
２
２
０
０
番

 

・
地
目
 
現
況
＝
雑
種
地
及
び
私

道
敷
等

 

・
地
積
 
８
５
１．

３
３
m2
︵
実

測
３
筆
合
計
︶

②
北
友
田
地
区
簡
易
水
道
施
設
跡

地
︵
土
地
︶

 

・
所
在
 
大
字
友
田
字
西
野
２
７

３
７
番
２

 
・
地
目
 
現
況
＝
原
野

 
・
地
積
 
２
２
６．

６
７
m2
︵
実

測
︶

 

■
入
札
方
法
 
一
般
競
争
入
札

 

■
最
低
売
却
価
格

①
１
１
５
万
４
０
０
０
円

 

②
58
万
４
０
０
０
円

 

■
入
札
参
加
資
格
 
個
人
及
び
法

人
で
、
市
税
等
を
完
納
し
て
い

る
方
、
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐

人
、
被
補
助
人
以
外
の
方
な
ど

 

■
現
地
説
明
会
 
２
月
10
日
㈬

 

 
市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室

 

 
①
午
前
10
時
～
、
②
午
後
２
時
～

 

■
入
札
参
加
受
付

 

 
２
月
12
日
㈮
～
16
日
㈫

 

 
市
役
所
４
階
財
政
課
管
財
係

 

■
入
札
日
 
２
月
17
日
㈬

 

 
市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室

 

 
①
午
前
10
時
～
、
②
午
後
２
時
～

 

※
入
札
に
は
、
入
札
保
証
金
︵
入

札
金
額
の
１
０
０
分
の
５
以
上
︶

が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

財
政
課
管
財
係

☎
 
８
２
１
５
︵
市
役
所
４
階)

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

://w
w

w
.city

.h
ita.o

ita.jp
/

    

■
と
き
 
２
月
18
日
㈭

 

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

 

■
公
売
予
定
物
件
 
動
産
︵
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ラ
ン

ス
大
会
記
念
腕
時
計
セ
ッ
ト
、

ギ
タ
ー
、
ビ
デ
オ
等
︶
数
点

 

■
公
売
へ
の
申
込
方
法
 
左
記
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

://k
o
u
b
a
i.a

u
c
tio

n
s.ya

h
o
o
.c

o
.jp

/

 
※
公
売
す
る
物
件
︵
動
産
︶
を
直

接
確
認
で
き
る
の
は
、
下
見
会

の
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
公

売
物
件
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

 

税
務
課
納
税
係

☎
 
８
２
０
５
︵
市
役
所
１
階)

    

 
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝

く
じ
の
収
益
金
で
運
営
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
、
左
記
の
２
団
体

が
宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
等
を

整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
ほ
か

に
も
、
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
私

た
ち
の
身
近
に
あ
る
道
路
や
橋
、

社
会
福
祉
施
設
、
医
療
機
関
等
に

も
使
わ
れ
、
﹁
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
﹂
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

※
詳
細
は
、
左
記
又
は
各
振
興
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

 

☎
 
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

  

 
大
分
ひ
た
ふ
る
さ
と
共
創
移
住

交
流
支
援
機
構
で
は
、
田
舎
暮
ら

し
希
望
者
を
市
内
に
受
け
入
れ
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市

の
委
託
を
受
け
て
空
き
家
情
報
を

収
集
・
発
信
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
従
事
者
証
明
証
を
持
っ

た
専
属
の
職
員
が
市
内
の
各
地
域

に
出
向
い
て
空
き
家
を
探
し
て
い 

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

 
ま
た
、
空
き
家
所
持
者
で
、
賃

貸
や
売
買
を
希
望
す
る
方
は
、
支

援
機
構
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

大
分
ひ
た
ふ
る
さ
と
共
創
移
住

交
流
支
援
機
構

☎
 
８
１
５
８

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

 

☎
 
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

■
指
定
制
の
廃
止
︵
ク
ー
リ
ン
グ
・

 
オ
フ
の
範
囲
拡
大
︶

 

こ
れ
ま
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
対
象
は
、
指
定
さ
れ
た
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
し
た
が
、

原
則
と
し
て
す
べ
て
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
対
象
に
な
り
ま
し

た
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
割

賦
販
売
・
訪
問
販
売
な
ど
で
契

約
を
締
結
し
た
方
が
、
契
約
書

問

問

問

問

問

市
有
不
動
産
の
公
売

特
定
商
取
引
法
 
一
部
改
正

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

 
 
 
 
 
 
 
物
件
下
見
会

平
成
21
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
実
施
報
告

空
き
家
情
報
の
収
集
活
動
に
ご

協
力
を

﹁
広
報
ひ
た
﹂
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
の
コ
ー
ナ
ー
 
申
込
受
付

お
知
ら
せ

みんなで予防

新型インフルエンザ

 ● うがい

 ● 手洗い

 ● 咳エチケット
せき

衣装整備事業      

（前津江町 大野楽保存会）

太鼓購入事業        

（中津江村 なかつえ金山太鼓）

い
な
か
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を
受
け
取
っ
て
か
ら
一
定
期
間

内
で
あ
れ
ば
、
申
込
み
を
撤
回

し
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

  

■
再
勧
誘
販
売
の
禁
止

 

訪
問
販
売
業
者
は
、
消
費
者
に

勧
誘
を
受
け
る
意
思
が
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
よ
う
に
務
め
、

契
約
し
な
い
意
思
を
示
し
た
消

費
者
に
は
、
当
該
契
約
の
勧
誘

を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

■
過
量
販
売
の
禁
止

 

訪
問
販
売
で
、
通
常
必
要
と
さ

れ
る
量
を
著
し
く
超
え
る
商
品

等
を
購
入
契
約
し
た
場
合
、
契

約
後
１
年
間
は
契
約
を
解
除
で

き
ま
す
。︵
消
費
者
に
そ
の
契
約

を
結
ぶ
特
別
の
事
情
が
あ
っ
た

場
合
を
除
く
︶

﹁
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂
開
始

 

 
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
最

寄
り
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が
る
全

国
共
通
の
電
話
番
号
で
、
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

   

 
気
温
が
下
が
る
冬
場
は
、
防
寒

の
不
完
全
な
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

が
凍
っ
て
管
が
破
裂
し
、
漏
水
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
保
温
材

や
毛
布
、
布
切
れ
な
ど
で
水
道
管

の
凍
結
防
止
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

※
凍
結
な
ど
で
水
道
管
が
漏
水
し

た
場
合
は
、
料
金
の
減
免
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
早
急
に
﹁
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
﹂

に
連
絡
し
て
、
修
理
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。︵
修
理
費
用
は
各
自

負
担
︶

※
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

な
ど
、
詳
細
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

水
道
課
管
理
係

 

☎
 
８
２
２
０
︵
市
役
所
５
階)

    

 
平
成
23
年
３
月
末
ま
で
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
は

 

 
農
業
振
興
地
域
整
備
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
農
業
の
振
興
や

優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
を

目
的
に
、
農
業
振
興
地
域
に
つ
い

て
定
め
た
計
画
で
す
。

  

 
見
直
し
で
は
、
土
地
利
用
の
調

査
を
行
い
、
農
地
一
筆
ご
と
の
農

地
情
報
を
整
理
し
た
後
、
日
田
市

の
農
用
地
利
用
計
画
を
作
成
し
ま

す
。

 

 
ま
た
、
今
後
は
農
業
従
事
者
を

対
象
に
、
地
域
別
の
意
見
交
換
会

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
無
作

為
に
抽
出
し
た
農
家
の
方
に
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
︵
農
振

除
外
・
用
途
変
更
等
︶
受
付
の
一

時
中
断

 

 
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
や
用

途
変
更
︵
農
業
用
倉
庫
の
建
築
な

ど
︶
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
一
時
中
断
期
間

 
４
月
16
日
㈮
～
平
成
23
年
３
月

31
日
㈭ (

予
定)

 

■
中
断
前
の
農
振
除
外
・
用
途
変

更
申
請
期
限
 
４
月
15
日
㈭

 

農
業
振
興
課
農
産
振
興
係

☎
 
８
２
１
１
︵
市
役
所
３
階)

    
■
と
き
 
２
月
21
日
㈰

 

 
午
後
２
時
～
３
時

 

■
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

 
セ
ン
タ
ー
︶
３
階
視
聴
覚
教
室

 

■
内
容
 
学
校
概
要
及
び
通
信
制

課
程
の
入
学
者
選
抜
方
法

 

※
入
学
を
志
願
す
る
方
は
、
説
明

会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。
入

学
願
書
は
、
説
明
会
に
参
加
し

た
受
験
希
望
者
本
人
に
配
布
し

ま
す
。

 

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

県
立
爽
風
館
高
等
学
校

☎
０
９
７-

５
４
３-

６
３
９
０

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

:/
/
s
o
fu

k
a
n

-h
.o

ita
-

e
d
.jp

/

     

■
助
成
対
象
者
 
婚
姻
１
年
以
上

の
夫
婦
の
う
ち
、
不
妊
治
療
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
で
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

 

・
夫
婦
共
に
市
内
に
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方
︵
や
む
を
得
な

い
理
由
で
、
一
方
が
市
内
に
居

住
し
て
い
な
い
場
合
は
、
近
い

将
来
、
夫
婦
が
市
内
に
居
住
す

る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
が
条
件)

 

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

 

■
対
象
と
な
る
治
療
 
人
工
授
精
、

体
外
受
精
、
顕
微
受
精
等
医
療

保
険
適
応
外
の
不
妊
治
療
費
︵
治

療
に
直
接
関
係
な
い
費
用
は
除

く
︶

 

※
特
定
不
妊
治
療
︵
体
外
受
精
・

顕
微
受
精
︶
は
、
指
定
医
療
機

関
で
行
っ
た
治
療
と
し
ま
す
。

 

■
助
成
額
 
１
年
度
に
付
き
助
成

対
象
費
用
の
２
分
の
１

 

※
た
だ
し
、
１
年
度
10
万
円
、
通

算
５
年
度
を
限
度
と
し
ま
す
。

 
※
大
分
県
不
妊
治
療
等
助
成
事
業

な
ど
の
制
度
を
優
先
的
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

■
申
請
期
間
 
治
療
を
受
け
た
月

の
月
末
か
ら
１
年
以
内

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 

☎
 
３
０
０
０︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内) 

   

■
と
き
 
２
月
22
日
㈪

 

 
午
後
７
時
～
８
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

 

■
内
容
 

 

・
演
題
 
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

 

 
～
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
中
心
に
～

 

・
講
師
 
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院

 

 
院
長
 
西
田 

敬 

氏

 

※
当
日
は
、
午
後
４
時
か
ら
６
時

ま
で
健
診
︵
血
液
検
査
等
・
肺
・

大
腸
・
乳
・
子
宮
・
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
︶
を
行
い
ま
す
。︵
平

成
21
年
４
月
以
降
受
診
し
て
い

な
い
方
が
対
象
︶

 

※
講
演
会
・
健
診
共
に
事
前
申
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳

細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

☎
 
３
０
０
０(

ウ
ェ
ル
ピ
ア
内) 

大
分
県
立
爽
風
館
高
等
学
校

︵
通
信
制
︶
入
学
説
明
会

﹁
日
田
市
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
﹂
の
見
直
し

問

問

問

問

問問

冬
場
の
凍
結
防
止
を

子
宮
頸
が
ん
講
演
会
 
開
催

日
田
市
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

保
健
・
福
祉

寄付のお礼
（12月分）

各小中学校へ

   一般寄付 ３件

   香典返し １件

中央公民館へ

   一般寄付 １件
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次
の
方
に
は
、
１
月
中
に
﹁
平

成
21
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
﹂
を
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
添

付
す
る
大
切
な
書
類
で
す
。

 

■
対
象
 
平
成
21
年
中
に
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢
年

金
を
受
け
て
い
る
方
、
退
職
を

理
由
に
年
金
を
受
け
取
っ
た
方

 

※
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
、
課

税
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
源

泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

 

※
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
な
ど
、

詳
細
は
日
本
年
金
機
構
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
 
６
１
７
４

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階)

 
こ
れ
ま
で
翌
月
の
10
日
前
後
に

支
給
し
て
い
た
医
療
費
助
成
は
、

２
月
か
ら
、
申
請
を
行
っ
た
翌
月

末
に
支
給
し
ま
す
。

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係
 

☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

 

  

 
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健

康
に
過
ご
し
て
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん

を
産
み
育
て
る
た
め
の
、
出
産
準

備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

 

■
と
き
・
内
容

 

                

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～

８
時
30
分
︵
午
後
６
時
30
分
受

付
開
始
︶

 

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
募
集
数
 
20
組
程
度

■
申
込
方
法

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
２
月
15
日
㈪

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 

☎
 
３
０
０
０︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

  

 

   

福
祉
手
当
は
、
精
神
又
は
身
体

に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

要
す
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

 

■
振
込
日
 
２
月
10
日
㈬

 

■
対
象

 

・
特
別
障
害
者
手
当
 
20
歳
以
上

 

・
障
害
児
福
祉
手
当
 
20
歳
未
満

 

・
経
過
的
福
祉
手
当
 
昭
和
61
年

４
月
以
前
に
福
祉
手
当
を
受
給

し
て
い
た
方
で
、
特
別
障
害
者

手
当
・
障
害
基
礎
年
金
の
受
給

要
件
に
該
当
し
な
い
方

 

※
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
が

支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

 
・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転

出
し
た

 

・
病
院
等
︵
診
療
所
及
び
介
護
老

人
保
健
施
設
を
含
む
︶
に
３
か

月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

 

・
福
祉
施
設
︵
介
護
老
人
福
祉
施

設
や
障
が
い
者
の
援
護
施
設
な

ど
︶
に
入
所
し
た

 

・
経
過
的
福
祉
手
当
受
給
者
が
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
よ

う
に
な
っ
た

 

※
詳
細
は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

   

  

ろ
う
者
と
健
聴
者
の
恋
人
た
ち

が
、
手
作
り
の
映
画
を
通
し
て
触

れ
合
う
愛
と
哀
し
み
の
物
語
で
す
。

 

■
と
き
 
２
月
28
日
㈰

 

 
午
後
２
時
～
、
午
後
６
時
30
分
～

 
の
２
回
上
映

 

■
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

 
セ
ン
タ
ー
︶
ホ
ー
ル

 

■
入
場
料
 
大
人
１
２
０
０
円
︵
当

日
１
５
０
０
円
︶
、
高
校
生
以
下

８
０
０
円
︵
当
日
１
０
０
０
円
︶

 

日
田
玖
珠
聴
覚
障
害
者
協
会

︵
安
部
︶

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
０
９
７
３-

７
６-

３
０
４
６

 

日
田
手
話
サ
ー
ク
ル
あ
さ
ぎ
り

︵
川
浪
︶

☎
０
８
０-

５
２
４
０-

９
０
７
８

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

■
と
き
 
２
月
21
日
㈰

  

午
前
８
時
～
正
午

 
■
と
こ
ろ
 
亀
山
公
園
駐
車
場

 
■
参
加
費
 
無
料

 

■
準
備
す
る
も
の

 
防
寒
具
、
筆
記
具

 

※
双
眼
鏡
を
お
持
ち
の
方
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
指
導
者
 
日
本
野
鳥
の
会
日
田

地
区
支
部
会
員

■
申
込
方
法

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

博
物
館
 
☎
 
５
３
９
４

      

■
入
校
資
格
 
中
学
校
卒
業
以
上

 

■
訓
練
期
間
 
２
年
間
︵
週
３
日)

 

■
授
業
料
 
無
料

 

■
募
集
数
 
15
人
程
度
︵
ア
パ
レ

ル
系
洋
裁
科
︶

 

■
申
込
方
法
 
日
田
香
蘭
高
等
職

業
訓
練
校
に
連
絡
の
上
、
願
書

を
提
出

 

■
申
込
期
限
 
３
月
31
日
㈬

 

※
詳
細
は
、
日
田
香
蘭
高
等
職
業

訓
練
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

日
田
香
蘭
高
等
職
業
訓
練
校

☎
 
２
５
８
７

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

 

☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階)

問問

問

問

問

問

問

た
ま
ご
学
級
 
参
加
者
募
集

２
月
は
平
成
21
年
11
月
か
ら
平

成
22
年
１
月
ま
で
の
福
祉
手
当

の
支
給
月

平
成
21
年
分
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
の
送
付

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

 
 
 
 
 
 
 
支
給
日
変
更

映
画
﹁
ゆ
ず
り
葉
﹂
上
映
会

赤ちゃんのお風呂の入れ方

お父さんの妊婦体験

子どもの事故予防

妊娠中の歯科と栄養に

ついて

助産師さんのお話

２月18日�

２月25日�

３月４日�

３月11日�

第１回

第２回

第３回

第４回

保健師

救急救命士

歯科衛生士

栄養士

助産師

※講師の都合により、内容が入れ替わることがあります。  

とき 内容 講師

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

 
 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

イ
ベ
ン
ト

日
田
香
蘭
高
等
職
業
訓
練
校

平
成
22
年
度
 
訓
練
生
募
集

募
 
集広報

次回は

２月15日号
２月15日㈪に発送します。
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■
訓
練
科
目
 
木
造
建
築
科
、
左

官
科
、
木
工
科
︵
他
の
科
目
も

相
談
に
応
じ
ま
す
︶

 

■
訓
練
期
間
 
３
年
間
︵
高
校
建

築
科
又
は
建
築
専
門
校
卒
業
の

方
は
２
年
間
︶

 

 
毎
週
木
曜
日
︵
月
３
～
４
日
︶

 

■
募
集
数
 
10
人
程
度

 

■
入
校
資
格

 

・
中
学
校
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

︵
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
︶

 

・
日
田
共
同
訓
練
協
会
の
会
員
で

あ
る
事
業
所
に
勤
務
又
は
就
職

及
び
就
職
見
込
み
の
方
で
、
雇

用
保
険
、
労
災
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方

 

・
日
田
共
同
訓
練
協
会
の
会
員
で

あ
る
事
業
所
の
子
弟
で
労
災
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方

 

■
費
用

 

・
協
会
年
会
費
 
１
万
円

 

・
教
科
書
代
 
５
０
０
０
円
程
度

 

・
事
業
主
負
担
金
︵
授
業
料
︶

 

 
雇
用
保
険
加
入
者

 

 
 
１
か
月
に
付
き
３
０
０
０
円

 

 
労
災
保
険
の
み
加
入
者

 

 
 
１
か
月
に
付
き
５
０
０
０
円

 

■
申
込
方
法
 
日
田
共
同
高
等
職

業
訓
練
校
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
３
月
15
日
㈪
 

 

※
詳
細
は
、
職
業
訓
練
校
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

 ︵
楢
原
︶
☎
 
２
７
７
２
 

 ︵
熊
谷
︶
☎
 
９
４
３
６

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階)

   

■
申
込
資
格
 
次
の
①
～
③
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
平
成
22
年
度
に
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
︵
修

業
年
限
２
年
以
上
の
専
門
課
程

に
限
る
︶
、
短
期
大
学
、
大
学
に

進
学
す
る
方
又
は
在
学
中
の
方

②
学
業
が
優
秀
で
あ
る
が
、
経
済

的
に
学
資
の
支
払
が
困
難
な
方

③
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
生

徒
・
学
生
の
保
護
者
が
、
市
内

に
２
年
前
か
ら
引
き
続
き
居
住

し
て
い
る
方

 

■
奨
学
金
︵
貸
与
月
額)

 

・
高
等
学
校

 

 
 
下
宿
先
か
ら
の
通
学

 
 
 
 
 
  

１
万
５
０
０
０
円

 
  

汽
車
・
バ
ス
で
通
学

 

 
 
 
 
 
 
１
万
２
０
０
０
円

 
  

右
記
以
外 

 
 
８
０
０
０
円

 

・
高
等
専
門
学
校

 
 
 
 
  

 
１
万
７
０
０
０
円

 

・
専
修
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
３
万
円

 

■
入
学
準
備
金

 ︵
貸
与
・
入
学
時
の
み)

 

・
高
等
学
校
︵
私
立
の
み
︶
、
高

等
専
門
学
校
 
 
10
万
円
以
内

 

・
専
修
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学

 
 
 
 
 
 
  

20
万
円
以
内

 

※
入
学
準
備
金
の
み
の
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
ほ
か
の
奨
学
金 

と
の
併
給
も
可

能
で
す
。

 

■
返
済
方
法
 
卒
業
日
︵
進
学
の

場
合
は
、
短
期
大
学
・
大
学
等

を
卒
業
し
た
日
︶
か
ら
１
年
間

据
え
置
き
、
以
降
10
年
以
内
︵
連

帯
保
証
人
が
必
要
︶
に
月
賦
・

半
年
賦
・
年
賦
の
い
ず
れ
か
で

返
済

 

■
利
息
 
無
利
子

 

■
申
込
期
限
 
２
月
26
日
㈮

  

※
選
考
結
果
は
、
３
月
下
旬
ま
で

に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

 

※
申
込
要
項
・
用
紙
は
、
左
記
及

び
各
振
興
局
、
市
内
の
中
学
校
・

高
等
学
校
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

 

教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

☎
 
８
２
３
４
︵
市
役
所
別
館

３ 
階
︶

   

■
活
動
期
間

 

 
委
嘱
の
日
～
平
成
23
年
３
月

 

■
活
動
内
容
 
県
政
へ
の
意
見
・

提
言
︵
随
時
︶
、
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
、
意
見
交
換
会
へ
の

参
加

 

■
対
象
 
県
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方
︵
公
務
員
、
国
・
地
方
公

共
団
体
の
議
会
議
員
は
除
く
︶

 

■
募
集
数
 
２
０
０
人

 

■
申
込
方
法

①
メ
ー
ル
モ
ニ
タ
ー
︵
電
子
メ
ー

ル
利
用
︶
を
希
望
さ
れ
る
方

 

大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 ︵h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.o

ita
.jp

/)

上
の
﹁
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
﹂

に
あ
る
応
募
入
力
様
式
で
申
込
み

②
文
書
モ
ニ
タ
ー
︵
郵
便
利
用
︶

を
希
望
さ
れ
る
方

 

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
︵
ふ

り
が
な
明
記
︶、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
種
・
勤
務
先
、

そ
の
他
所
属
団
体
・
地
域
活
動
、

過
去
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
等

を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
込
み

 

■
申
込
先
 
〒
８
７
０-

８
５
０
１

 

 
︵
住
所
記
載
不
要
︶
大
分
県
広

報
広
聴
課
 
県
政
モ
ニ
タ
ー
係

 

 
︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
０
９
７-

５
０
６-

１
７
２
６

 

■
申
込
期
限
 
２
月
26
日
㈮

 

大
分
県
広
報
広
聴
課
広
聴
班

☎
０
９
７-

５
０
６-

２
０
９
６

日
田
建
築
学
院
︵
日
田
共
同
高

等
職
業
訓
練
校
︶
訓
練
生
募
集

問

問

問

平
成
22
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

日
田
市
奨
学
生
 
募
集

■職種・応募資格・募集数

 

 

 

 

 

 

 

 ■雇用期間 随時（４月～平成23年３月までの１年間）

 ■提出書類

①履歴書（市販のもので可）

②資格証の写し（看護師、調理員、学校図書司書、保育士、栄養士

 を希望される方）

 ■募集期限 ２月17日㈬

 ※書類提出時に面接を行います。

 総務課職員係 ☎ ８３９２（市役所４階）

市役所臨時職員募集

一般事務
学校事務員
学校連絡員
看護師
調理員
学校図書司書
保育士
栄養士

基本的なパソコン操作ができる方

       〃

看護師、准看護師いずれかの資格を有する方
調理師の資格を有する方
司書の資格を有する方
保育士の資格を有する方
栄養士の資格を有し、経験のある方

10名程度

40名程度

２名
10名程度
若干名

〃
〃

募集数（予定）応募資格・条件等職種

問
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くらしの情報

 
 
大
み
そ
か
の
夜
に
中
国
で
食
べ

ら
れ
る
餃
子
を
、
国
際
交
流
員
と

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

 

■
と
き
 
２
月
15
日
㈪

 
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
２
階
料
理
教
室

 

■
参
加
費
 
実
費
５
０
０
円
程
度

 

■
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
方
法

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
２
月
10
日
㈬

 

企
画
課
国
際
交
流
係

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

   

■
受
講
期
間
 
３
月
か
ら
５
月
ま

で
の
毎
週
月
～
金
曜
日

 

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

■
受
講
場
所
 
サ
ン
ヒ
ル
ズ
日
田

 

■
受
講
内
容
 
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
基
礎
か
ら
活
用

レ
ベ
ル
ま
で
を
習
得

 

■
受
講
資
格

 

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
に
求
職
申

込
み
を
行
い
、
訓
練
を
受
講
す

る
こ
と
が
就
職
の
促
進
に
役
立

つ
と
判
断
さ
れ
た
方
︵
原
則
、

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
︶

 

・
過
去
１
年
以
内
に
公
共
職
業
訓

練
を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
方

 

■
募
集
数
 
20
人

 

■
受
講
料
 
無
料
︵
テ
キ
ス
ト
代

が
別
途
必
要
︶

 

■
申
込
期
限
 
２
月
12
日
㈮

 

※
２
月
15
日
に
実
施
す
る
筆
記
試

験
・
面
接
で
受
講
者
を
決
定
し

ま
す
。

 ︻
申
込
先
︼
 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

☎
 
８
６
０
９

      
■
と
き

 

 
２
月
16
日
㈫
 
午
後
２
時
～

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

１
階
診
察
室

 

■
相
談
員
 
専
門
医
師
、
保
健
師

 

■
相
談
内
容
 
認
知
症
高
齢
者
等

と
暮
ら
す
家
族
等
に
対
す
る
専

門
医
に
よ
る
医
療
相
談
︵
事
前

に
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

大
分
県
西
部
保
健
所

 

☎
 
３
１
３
３

   

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
２
月
17
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
天
瀬
公
民
館
五
馬
分
館

 

 
 
上
津
江
公
民
館

 

・
２
月
19
日
㈮
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
大
山
振
興
局
会
議
室

 

・
２
月
25
日
㈭

 

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

 
 
市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

 

・
３
月
３
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 

市
民
課
３
日
以
内
窓
口

☎
 
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

 

天
瀬
振
興
局
 
☎
 
８
２
０
１

 

大
山
振
興
局
 
☎
 
３
１
０
１

 

上
津
江
振
興
局
 
☎
 
２
０
１
１

   

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
毎
週
木
曜
日

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

 
 
法
務
局
日
田
支
局

 

・
２
月
18
日
㈭

 

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

 
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
又
は

法
務
局
職
員

 

■
相
談
内
容
 
近
隣
問
題
、
相
続
、

離
婚
、
金
銭
貸
借
、
そ
の
他
の

法
律
及
び
人
権
侵
害
問
題
な
ど

 

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
随
時
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

☎
 
２
７
１
９

    

■
と
き
 
２
月
18
日
㈭

 

 
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

 

■
対
象
者
 
原
則
、
中
津
児
童
相

談
所
へ
の
来
所
が
困
難
な
児
童

及
び
保
護
者

 

■
申
込
方
法
 
大
分
県
中
津
児
童

相
談
所
︵
☎
０
９
７
９-

２
２-

２
０
２
５
︶
、
大
分
県
西
部
保

健
所
健
康
安
全
企
画
課
︵
☎
 

３
１
３
３
︶
又
は
こ
ど
も
未
来

室
家
庭
支
援
係
に
事
前
に
電
話

で
申
込
み
︵
要
予
約
︶

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

   

■
と
き
 
２
月
25
日
㈭

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
財
産
、
金
銭
貸
借
、

離
婚
等
、
法
律
に
関
わ
る
こ
と

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

で
す
。

 

■
予
約
開
始
日
 
２
月
８
日
㈪

 

 
午
前
８
時
30
分
～

 

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
 
７
０
２
６

 

第
12
回
大
肥
郷
麦
踏
み
大
会

 

□
と
き
 
２
月
７
日
㈰

 

 
午
前
10
時
30
分
～

 

□
と
こ
ろ
 
夜
明
上
町
共
同
倉
庫

︵
も
も
は
工
房
︶
前
広
場
及
び

周
囲
の
田
ん
ぼ

 

□
内
容
 
麦
踏
み
、
ロ
ー
ラ
ー
麦

踏
み
競
争
、
地
域
の
農
産
物
等

の
販
売
、
地
場
産
品
等
が
当
た

る
餅
ま
き
な
ど

 

※
麦
踏
み
参
加
者
に
は
、
牛
焼
肉
、

団
子
汁
を
振
る
舞
い
ま
す
。

 

□
参
加
費
 
無
料

 

※
長
靴
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

 

□
問
い
合
わ
せ

�
大
肥
郷
ふ
る
さ
と
農
業
振
 

興
会︵
森
山
︶／ 

☎
 
２
３
３
０

も
も
は
工
房
／
☎
 
７
２
１
１

日
田
古
代
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

  ﹁
古
代
九
州
の
謎
に
挑
む
～
日

田
の
鉄
鏡
が
ひ
も
解
く
古
代
九
州

の
歴
史
～
﹂
と
題
し
て
、
文
学
博

士
 安
本
美
典
氏
の
講
演
、
俳
優

苅
谷
俊
介
氏
や
九
州
国
立
博
物
館

研
究
員
等
を
交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
ま
す
。

 

□
と
き
 
２
月
11
日
㈷

 

 
午
後
１
時
～
４
時
50
分

 

□
と
こ
ろ

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

 

□
参
加
費
 
１
０
０
０
円

 

□
問
い
合
わ
せ

 
ゆ
る
っ
と
カ
フ
ェ︵
相
良
︶／

 
☎
 
５
１
３
３

問

問問

問

問

問

問

餃
子
宴
 
参
加
者
募
集

Ｉ
Ｔ
基
礎
習
得
科
受
講
生
募
集

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

人
権
特
設
相
談
所
 
 
 
無
料

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
 
無
料

認
知
症
高
齢
者
等
精
神
保
健
相
談

︵
こ
こ
ろ
の
相
談
日
︶
 
無
料

日
田
地
区
中
津
児
童
相
談
所

移
動
相
談
会
 
 
 
 
無
料

相
 
談

農
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環境に
ついて
考える

9

第
９
回
目
は
、
橋
本
慶
子
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。

 

  

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

 

は
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ

デ
ィ
の
橋
本
で
す
。

 

 
私
た
ち
が
キ
ャ
ン 

ペ

ー
ン
レ
デ
ィ
に
就
任
し
て
、
半
年
が
た
ち

ま
し
た
。

 
 11
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
の
４
日
間
、

東
京
の
お
台
場
で
全
国
の
グ
ル
メ
や
旅
、

音
楽
な
ど
、
オ
ト
ナ
の
遊
び
を
テ
ー
マ
に

し
た
﹁
お
台
場
オ
ト
ナ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
２
０
０

９
﹂
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

 
会
場
で
は
、
私
た
ち
も
日
田
市
の
宣
伝

を
行
い
、
ひ
な
ま
つ
り
、
温
泉
、
日
田
下

駄
、
日
田
や
き
そ
ば
な
ど
、
訪
れ
た
多
く

の
人
に
日
田
の
良
い
と
こ
ろ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
に
就
任
し
て
か

ら
、
普
段
行
け
な
い
場
所
に
行
っ
た
り
、

体
験
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
た
く
さ
ん

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

  

活
気
の
あ
る
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
り
、
経
済
は
潤
い
ま
す
。
今
、
地

域
経
済
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
町
で
﹁
観

光
ま
ち
づ
く
り
﹂
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
田
市
に
残
さ
れ
た
歴
史
や
文
化
は
、
地

域
の
個
性
や
魅
力
に
な
る
貴
重
な
財
産
で

す
。
歴
史
や
文
化
を
大
事
に
し
つ
つ
、
い

ろ
い
ろ
な
世
代
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
け

ば
、
も
っ
と
活
気
の
あ
る
町
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

  

 
日
田
市
が
も
っ
と
活
気
の
あ
る
町
に
な

る
よ
う
に
、
私
も
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

 
残
り
数
か
月
で
す
が
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

  ひた市民環境会議 活動報告 

「お台場オトナＰＡＲＫ２００９」での
日田市ブース

リサイクルの楽しさ・大切さを伝える
（市民健康福祉まつりでのPR活動）

 
今
号
は
、
ひ
た
市
民
環
境
会
議
﹁
リ

サ
イ
ク
ル
・
景
観
部
会
﹂
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

  

﹁
リ
サ
イ
ク
ル
・
景
観
部
会
﹂
活
動
報
告

 

 
﹁
リ
サ
イ
ク
ル
・
景
観
部
会
﹂
は
、

毎
月
第
２
水
曜
日
に
定
例
会
を
開
催
し
、

日
田
市
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
と
景
観
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

 

 
こ
の
部
会
は
、
ご
み
の
分
別
や
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
無
駄
を
省
き
、
ま
た
、
日
田
市
の
素

晴
ら
し
い
景
観
を
次
世
代
に
も
残
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
平
成
21
年
度
は
、
次
の
よ
う
な

取
組
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

 

■
河
川
清
掃
活
動

 

 
６
月
に
部
会
員
で
花
月
川
の
河
川
敷

清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

■
ご
み
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
先
進
地
研
修

 

 
８
月
に
は
、
参
加
を
希
望
す
る
市
民

を
公
募
し
、
ご
み
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル

の
先
進
地
で
あ
る
福
岡
県
三
潴
郡
大
木

町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

  

■
市
民
健
康
福
祉
ま
つ
り
で
の
Ｐ
Ｒ

 

 
10
月
の
市
民
健
康
福
祉
ま
つ
り
で
は
、

古
布
を
利
用
し
た
マ
イ
バ
ッ
グ
や
草
履

作
り
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し
た
い
す

や
ペ
ン
立
て
作
り
等
の
実
演
を
行
い
、

多
く
の
方
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

■
市
民
環
境
講
座

 

 
11
月
は
、
市
民
環
境
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。﹁
歴
史
の
小
道
散
策
と
エ
コ
活

動
﹂
と
題
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
講
座
で

は
、
市
内
の
歴
史
あ
る
場
所
︵
慈
眼
山

永
興
寺
、
西
光
寺
、
桂
林
荘
公
園
︶
の

見
学
を
行
い
、
道
中
で
は
周
辺
の
ご
み

拾
い
も
行
い
ま
し
た
。

          

※
市
民
環
境
会
議
で
は
、
部
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
企
画
推
進
係

☎
 
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階) 

ごみ・リサイクル先進地で
ある大木町を視察    

ぞ
う
り
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パトリア

パトリア日田２月の催し（貸館分）※その他の催しなど詳細は、お問い合わせください。

九州交響楽団日田定期演奏会

 ミュージカル ハッピーバースデー

 茂山狂言会

サクソフォン四重奏 カルテット・スピリタス

 ２月７日㈰

２月21日㈰

３月６日㈯

３月14日㈰

開催日公演名

発売中

発売中

発売中

発売中

チケット状況

チケット
情報

パトリア

主催・問い合わせ先入場料とき・開演時間催事名

【問い合わせ】文化振興課（パトリア日田内） ☎ ２５－５０００ FAX ２５－５００1

第43回すばる保育園生活発表会

月隈幼稚園表現あそび

記録映画の上映
「あした天気になる？」

第41回ひのくま保育園発表会

香田晋コンサート

日田子ども劇場2月合同鑑賞例会 
平成21年度文化庁「舞台芸術の魅力発見
事業」竹の音楽家 柴田旺山が奏でる自然
のコンサート「竹遊～たけあそび」

オーケストラと合唱の饗宴

 ２月14日㈰ 午前９時開場

２月20日㈯ 午前９時20分

 
２月20日㈯ 午後２時30分

２月21日㈰ 午前９時30分

２月28日㈰ 午後６時30分

２月28日㈰ 午後７時

３月14日㈰ 午後２時

無料

無料

高校生以上 1,000円
中学生以下  500円

無料

5,000円

会員無料
入会金(４歳以上)

200円

無料

すばる保育園
24-3165

月隈幼稚園
22-7611

いきいきランド（熊懐）
22-1295

ひのくま保育園
22-7505

MIN-ON大分
097-553-5990

NPO法人日田子ども劇場
(月・水・金曜日  午前
10時～午後４時)
23-0191

大分チェンバーオーケ
ストラ（伏見）
097-567-1414

・２月７日㈰～14日㈰

  伝統文化日田子ども書道教室（出展：㈶日本書道教育学会日田こども書道会）

 ・２月16日㈫～３月31日㈬  

  「日田養育館」10分の１の和紙人形展（出展：まちを元気にしたい和紙人形の会）

 ※時間は、いずれも午前９時～午後10時

作品展示inガレリア    無料

日田市所蔵美術品公開展

  ～郷土で引き継がれる秀作を 今あなたに～

２月の休館日

１日・２日

15日

岩澤重夫 作「蘭花」廣瀬淡窓 作

「郷山詩」

  市が所蔵する500点あまりの美術品

の中から、絵画、書、工芸などの作品

を42点公開します。この機会に是非、

ご覧ください。

 ■と き ２月18日㈭～３月14日㈰

      午前10時～午後６時

     （入場は午後５時30分まで）

 ■ところ ギャラリー

 ■入場料 無料



みんなの本棚
淡窓図書館 ☎22－2497 《FAX》26－3210

《ホームページアドレス》 http://www.library-tansou.jp/

19 2010.  2.  1  広報ひた

【おいでよおはなし会】

【図書館からのお知らせ】

【郷土史資料の紹介】

【図書館おすすめの本】

★印は、利用者の購入希望図書です。

ムーミンのふしぎ
トーベ・ヤンソン／講談社

暮らしのなかの左右学
小沢康甫／東京堂出版

十字架
重松 清／講談社

球
の
走
者
は
な
ぜ
左
回
り
？
植
物
の
蔓
は
右

巻
き
？
左
巻
き
？

 
た
か
が
﹁
左
右
﹂
さ
れ
ど
﹁
左
右
﹂
。
目

か
ら
ウ
ロ
コ
の
不
思
議
を
知
ろ
う
！
つ
い
つ
い
誰
か
に

話
し
た
く
な
る
雑
学
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！

野

の
色
は
青
い
の
に
、
す
く
っ
て
み

る
と
青
く
な
い
の
は
ど
う
し
て
だ

ろ
う
⋮
。
ふ
し
ぎ
に
思
っ
た
ム
ー

ミ
ン
は
、
心
の
中
に
し
ま
っ
て
お
け
る
大
切

な
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
じ
っ

く
り
自
然
と
向
き
合
い
た
く
な
る
一
冊
で
す
。

海

学
２
年
生
で
い
じ
め
を
苦
に
し
て
自
殺

し
た
あ
い
つ
。
遺
書
に
は
４
人
の
同
級

生
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
⋮
。

 
20
年
間
悩
み
、
苦
し
み
続
け
た
物
語
。
こ
れ
か

ら
の
子
ど
も
た
ち
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
一
冊
で

す
。 中

☆２月の休館日 １・８・11・15・22・25日

 ☆開 館 時 間 午前10時

 ☆閉 館 時 間 火～土曜：午後７時、日曜：午後６時

【新刊図書のご案内】

■ 一 般 書

 ・歴代内閣・首相事典（鳥海 靖／吉川弘文館）

 ・“和”暮らしレシピ（見城美枝子／ジョルダン）

 ★宇宙から来た72秒のシグナル

           （鳴沢真也／ベストセラーズ）

 ・にっぽん木造駅舎の旅１００選（萩原義弘／平凡社)

 ・セラピードッグの世界

        （大木トオル／日本経済新聞出版社）

 ・ウルトラマンメビウス アンデレスホリゾント

               （朱川湊人／光文社）

 ・復活の日（三谷幸喜／朝日新聞出版）

■ 児 童 書

 ・夜回り先生からのこころの手紙（水谷 修／日本評論社）

 ・なぞなぞうさぎのふしぎなとびら

           （やえがしなおこ／岩崎書店）

 ・なるほど！ことわざじてん（ことばハウス／西東社）

・２月27日㈯ 午後２時～ 児童コーナー 

◆講談社の本とあそぼう

  全国訪問 おはなし隊 がやってくるよ！

□と き ２月14日㈰ 午前10時30分～

 □ところ 淡窓図書館

  講談社のおは なし隊が、キ

ャラバン カーにたくさんの絵

本を載せ て図書館にやってき

ます。 ご家族そろってお越し

くだ さい。

 

 ◆図書館ボランティアを募集しています！

  おはなし会や図書館の環境整備等で活躍してくれるボ

ランティアを募集しています。興味のある方は、個人・

団体問わず図書館にお問い合わせください。

「筑後川を道として」

  渡辺音吉 語り 竹島真理 聞き書き／不知火書房

  大分合同新聞日田玖珠版に連載された聞き書きが土台

となった本です。音吉さんの木流し・筏流しの語りを通し

て、昔の日田の林業風景が浮かんでくるような一冊です。

つ
る

いかだ
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・すくすく相談
  ４日㈭ 午前９時30分～
 ・おはなし会
  18日・25日㈫ 午前11時～
 ・ビデオ上映会
  27日㈯ 午前11時～正午
 
 

 

 

 

 ・すくすく相談

  19日㈮ 午前10時～

・ビデオ上映会

  20日㈯ 午後２時～

・ひな人形製作

  19日㈮～25日㈭

  午前11時～午後５時

 

 

 

・おひな様作り

  17日㈬～24日㈬

  午後４時～

  20日㈯ 午前11時～ 

  

 

 ・チョコ作り

  11日㈷ 午前10時30分～

 ・おひな様作り

  27日㈯ 午前10時30分～

・リズムあそび 毎週火曜日
  午前11時～
 ☆豆まき会(乳幼児)
  ３日㈬ 午前11時～
 ・療育「音あそび｣
  26日㈮ 午前11時～
 

・伝承遊び 

 ３日㈬～10日㈬ 午後４時～

・なわとびあそび

 27日㈯ 午前11時～

 

・はっぴーきっず 毎週火曜日
   ２日 豆まき
   ９日 チョコ作り
  16日 読み聞かせ
  23日 お雛様作り
  すべて午前10時30分～

みる・きくつくるあそぶ

中央児童館
☎27-6406

天瀬児童館
☎57-8922

大山児童館
☎52-2901

遊びにおいでよ！じどうかん

 ・初めての日

  ２日・９日・16日㈫

  午後３時～

 ・ベビーディ

 10日・24日㈬ 午前11時～

 

・うたとお話会

 ８日㈪ 午前11時～

 ・子育て相談

 12日㈮ 午前11時～

☆試食会

 17日㈬ 午前11時15分～

 

 ・身体計測
 ９日㈫ 午前９時30分～
  （母子健康手帳が必要）
 ・ぴよぴよルーム
 16日㈫ 午前９時30分～
・子育て相談日
 24日㈬ 午前11時～

 

  ・絵本の読み聞かせ 

  ４日㈭ 午前10時～

 ・おしゃべりタイム

  22日㈪ 午前10時～

☆豆まき

 ８日㈪ 午前11時～

 ☆親子体操の日

 17日㈬  午前11時～

 ☆誕生会

 23日㈫ 午前11時～

 

・｢ＤＡＮパネ団」公演

  13日㈯ 午前10時30分～

・プレママクラブ

 17日㈬ 午後１時30分～

☆お雛様会

 27日㈯  午前10時～ 

 

・リトミック

 19日㈮  午前11時～

 ・誕生会

 23日㈫ 午前11時～

  

 ・子育てサロン

 18日㈭ 午前10時～

・誕生会

 24日㈬ 午前10時～

☆作って遊ぼう

 ３日㈬ 午前11時～

☆ペタペタの日

 15日㈪ 午前11時～ 

 

 

 

☆おひな様製作

  10日㈬ 午前10時～正午

☆スクラップブッキング

  15日㈪ 午後１時30分～３時

 ☆親子クッキング

  16日㈫ 午前10時～正午

 

 ☆バレンタインクッキング

  10日㈬ 午前10時30分～

☆お雛様作り

  25日㈭・26日㈮

  午前９時30分～正午

 

  

  ・ランチday

 17日㈬ 午前10時～

みる・きくつくるあそぶ

チャイルド
プラザ
☎25-5300

ひのくま
子育て支援センター

☎22-7505

丸の内
子育て支援センター

☎23-1890

前津江
子育て支援センター

☎53-2409

ご利用ください！子育て支援施設

2
がつ

☆印の行事は、予約が必要です。詳しくは各施設にお問い合わせください。

松原児童館（☎52-2922）は、毎週土曜日開館です。



夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）
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５
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日

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

1

2

3

4

5

6

7

曜

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

病医院名

麻 生 小 児 科 医 院

福 田 医 院

こじかこどもクリニック

若 宮 病 院

坂 東 小 児 科

下 飛 田 小 児 科

岩 尾 病 院

日 野 内 科

聖陵花月クリニック

河津内科呼吸器科

佐 藤 内 科 医 院

隈 診 療 所

桂林胃腸科循環器科病院

膳 所 医 院

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

こじかこどもクリニック

若 宮 病 院

麻 生 小 児 科 医 院

岩 尾 病 院

下 飛 田 小 児 科

坂 東 小 児 科

佐 藤 内 科 医 院

河津内科呼吸器科

聖陵花月クリニック

隈 診 療 所

膳 所 医 院

日 野 内 科

福 田 医 院

若 宮 病 院

こじかこどもクリニック

麻 生 小 児 科 医 院

岩 尾 病 院

佐 藤 内 科 医 院

松 浦 ク リ ニ ッ ク

所在地

淡窓２丁目

清岸寺町

清岸寺町

南 元 町

誠 和 町

中央１丁目

淡窓２丁目

天 神 町

清 水 町

石井町２丁目

田島１丁目

隈１丁目

城町１丁目

本 町

中央１丁目

清岸寺町

清岸寺町

南 元 町

淡窓２丁目

淡窓２丁目

中央１丁目

誠 和 町

田島１丁目

石井町２丁目

清 水 町

隈１丁目

本 町

天 神 町

清岸寺町

南 元 町

清岸寺町

淡窓２丁目

淡窓２丁目

田島１丁目

中央１丁目

電話

24-2323

22-1648

28-8771

22-7171

22-3300

24-1148

22-6161

23-6009

27-5050

23-8123

22-1170

22-0033

22-1231

22-3292

24-4155

22-1648

28-8771

22-7171

24-2323

22-6161

24-1148

22-3300

22-1170

23-8123

27-5050

22-0033

22-3292

23-6009

22-1648

22-7171

28-8771

24-2323

22-6161

22-1170

24-4155

月

2

3

日

7

11

14

21

28

7

14

21

22

28

病医院名

川 津 歯 科 医 院

アップル歯科医院

※高田ビル歯科医院

石 松 朗 歯 科 医 院

近 藤 歯 科

※ 村 山 歯 科 医 院

またけ歯科クリニック

中 村 歯 科 医 院

は た の 歯 科 医 院

※ 北 山 歯 科 医 院

所在地

高瀬本町

亀 川 町

三本松２丁目

丸山１丁目

石井町2丁目

本 町

新 治 町

下井手町

豆 田 町

大山町西大山

電話

24-6347

24-7710

22-2317

24-3718

24-6080

22-3303

28-7688

23-2228

22-7736

52-3553

◯

◯

◯

月

2

3

日

7

11

14

21

28

7

14

21

22

28

病医院名

岩 尾 病 院

佐 藤 内 科 医 院

膳 所 医 院

下 飛 田 小 児 科

日 野 内 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

聖陵花月クリニック

こじかこどもクリニック

若 宮 病 院

所在地

淡窓２丁目

田島１丁目

本 町

中央１丁目

天 神 町

中央１丁目

清岸寺町

清 水 町

清岸寺町

南 元 町

電話

22-6161

22-1170

22-3292

24-1148

23-6009

24-4155

22-1648

27-5050

28-8771

22-7171

月

2

3

日

7

11

14

21

28

7

14

21

22

28

病医院名

大 河 原 病 院

原 病 院

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

大 河 原 病 院

原 病 院

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

所在地

隈２丁目

三本松２丁目

元 町

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

隈２丁目

三本松２丁目

元 町

若 宮 町

電話

22-3131

22-7151

23-6115

23-8386

22-2662

23-0808

22-3131

22-7151

23-6115

23-8386
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人口と世帯
・伝統と文化をたっとび、豊かな心を育てよう

・明るく胸を張って働こう

・お互いに信じあい、

      あたたかい心で人に接しよう

・きまりを守り、よい習慣を身につけよう

・水と緑と空を大切にし、美しい町をつくろう

日田市民憲章

お誕生日 おめでとう
がつがつ

（平成21年12月31日現在）

■人口 72,710 人（前月比＋ 18）

■ 男  34,301 人

■ 女  38,409 人

■世帯 26,553 世帯

こう き このか

はや とそ ら

りょうま

ゆうせいこ こ

ひ な

そう たゆ づき

あつ やゆ い

たける


